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す
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す
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す
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す
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す
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す
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す
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付
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滋
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蜘
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仏
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櫛
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榊
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ふ
え
、
金
綴

抽
出
な
統
計
を
み
ま
す
と
紬
刺
殺
崩
桝

数
件
数
は
、
火
災
衿
数
。
十
数

僚
に
な
っ
て
お
ち
ま
す
。

お
弔
問
で
も
一
丹
か
ら
九
凡
…
…
…

十
B
藻
夜
舟
火
災
件
数
開
問
十
五

件
に
対
し
、
救
ぬ
崎
山
制
裁
件
数
は

双
山
闘
九
品
狩
と
な
っ
て
お
れ
γ
ま

す。
と
の
た
め
後
ゑ
際
紛
麻
と
掛
照

時
山
由
悦
齢
仰
が
と
は
炉
開
同
一
交
を
円
売
す

る
サ

f
ν
γ
を
品
開
え
て
い
る
こ

と
は
A
U
火
災
事
放
の
緩
め
消
防

団
長
む
ゑ
象
的
効
に
交
僚
を
き

た
‘
?
と
と
@
級
品
払
自
動
率
は

際
的
品
棋
を
後
送
す
る
た
み

y
フ

ト
な
音
色
が
祭
主
れ
ろ
品
野
総

選
作
山
院
内
い
い
対
?
る
料
欄
刈
日
排
除
の

党
総
か
ら
そ
の
変
更
に
つ
い
て

幾
恕
さ
れ
て
い
た
と
と
の
…

段仲立
E
h
が
火
災
で
ふ
る
か
飲
ゑ

出
動
で
あ
る
か
判
切
除
で
き
な
か

っ
た
こ
ξ
な
ど
的
理
問
問
か
ら
、

閣
で
は
救
急
自
動
車
に
緩
え
る

サ
イ
レ
ン
の
変
色
の
出
品
受
砕
い
後

(
い
ず
れ
も
佼
殺
の
新
絞
開
畑

地
ゑ
然
、
湖
北
ゆ
か
ナ
校
校
僕
広

雌
慌
の
銀
総
取
得
、
北
淡
押
印
場
数

織
に
品
作
う
都
市
下
水
滋
お
よ
ぴ

街
路
等
の
公
共
附
川
川
端
取
得
さ

ら
に
は
期
制
裁
漁
師
体
育
闘
市
建
設

討
す
淡
に
つ
い
て
、
合
計
六
綴
…

Jγ
…
一
宮
七
万
七
千
盟
は
の
後
務
品
円

相
血
行
為
に
つ
い
て
も
、
議
会
の

滋
油
試
合
得
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
緩
い
期
間
同
町
も
む
で
間
間
十

六
年
度
か
ら
…
一
一
年
錦
、
蹴
就
い
も

の
で
は
出
向
十
六
年
淡
か
ら
十
九

年
間
マ
後
幾
し
て
い
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
a

V
沼
和
路
十
五
盤
叩
撒
成
品
情
様
子
宮
市

緑
樹
m
M
剤
耐
脱
却
撒
滋
纂
帯
構
特
別
会
計

総
蕊
予
算
(
第
一
号
〉
を
由
此
め

と
の
サ
イ
V

教
t; 
d、

る
こ
と
に
つ
い
て
社
総
絞
殺
漆

V
嗣
挙
区
織
の
波
留
慌
に
つ
い
て
苦

情
郎
総
得
決

ふ
人
向
十
叫
判
木
地
区
出
向
の
地
帯
惜
綴

蹄
闘
を
行
な
い
占
有
抽
闘
の
期
日
後
化
を

図
る
た
め
の
も
の
で
す
。

V
枚
入
拡
棋
の
滋
任
に
つ
い
て
H

悶
窓
可
決

十
月
一
一
認
の
叙
入
役
の
径
綴

滋

γに
拙
作
な
耗
ノ
次
糊
制
収
入
役
に

中
小
出
州
協
端
氏
が
葬
送
さ
れ
ま
し

た。マ
教
育
委
員
会
袋
舗
践
の
後
命
に

つ
い
て
託
側
関
獄
可
決

十
対
一
一
践
の

視
官
名
一
の
径
帽
剖

次
委
員
に
‘
車
鵬

首
増
さ
れ
ま
し
た

ン
お
1
.

陸
別

は
ピ

i
ポ

i
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問
月
間
日
か
ら
部
制
を
実
腕

〕Ad
 

一
務
“
よ
州
内
山
拭
徐
，

r市
議
会
出
血
郎
内

一
会
に
お
い
ど
泌
総
級
以
を
み
た

一
我
同
開
子
必
一
行
品
川
州
制
凶
開
条
船
内
し
ぶ

~
づ
く
i
，
品
以
は
、
十
万
十
六
日

一
か
ら
徐
行
お
れ
、
こ
れ
に
件
う

什
人
事
発
動
が
川
刊
行
付
け
℃
品
川
A
V

殺
さ
れ
ま
し
丈
j

川
山
こ
尚
一
郎
総
仁
つ
い
て
は
一

刻
必
の
議
会
払
如
来
制
相
続
で
述
ベ
ま

同
却
し
た
よ
句
、
に
.
中
市
H

判
事
務
総
局

タ
を
何
時
総
然
、
佐
川
以
却
州
、
務
総
務

4
 
務
総
脚
附
の
一
一
…
知
抑
制
と
し
ま
す
が
、

号
各
却
即
時
事
務
分
ぶ
で
わ
か
る
よ

一
う
に
、
こ
れ
を
大
閑
却
す
る
と
‘

e

らひ'あ事長広一一一一一(~事竺種郷後物認可j

君主孫子市行政総織図

金i最jE署交係 秘議H長 室主銭iζ号事is，伊藤富士軍事〉全議i策(禁容疑

財政官長 号若葉ま古車対数議〈談 E差岩弁先日)

総
務
・
住
民
@
都
市
整
備
の
一
一
一
部

憲章魚係 用成係 長王王寺係 数察係

時
陀
組
制
緩
は
内
畑
山
部
拝
観
居
期
尚
肉
、
使

交
如
附
凶
叫
諸
問
桜
山
川
サ

i
ピ
ス
部

門
、
都
市
酷
ム
仇
制
お
は
的
内
鋭
的
問
サ

ー
ど
ス
郎
内
と
い
う
ζ
k
が
で

き
ま
す
。

こ
の
…
お
却
却
制
約
に
伴
い
‘
灘
時
婆

の
数
は
、
持
拡
誌
に
比
し
て
純
絹
間
滞

納
附
に
は
一
-
一
線
が
増
設
さ
れ
‘
…

出
制
…
十
簡
潔
一
家
務
昨
川
〈
従
裁
は

一
室
十
議
ザ
一
事
紛
が
〉
と
な

り
‘
そ
の
行
政
州
制
緩
は
別
闘
の

と
お
れ
ツ
と
な
与
ま
す
。

今
間
関
分
糊
隙
あ
る
い
は
編
成
品
甘

え
さ
れ
た
湘
献
に
つ
い
て
総
べ
て

係金安通知λ
v
病

原
加
支
田崎掛世出神品糊

緩
和
州

車
両市
係金

係
年
付
災
受
附
闇〉

揖拘斡神間同音
防
問

調
綿{
 
謀関院議

疑事寺係 統計係x警係

怠〉

文裳資料線(総長事支泉鈎;主夫)

干す絞殺〈よ塾長ゆ聖子次
後
伊
藤
冨
土
掘
調

制

凶

録

中

村

淳

総
務
相
蔀

み
ま
す
と
、
総
務
課
を
践
し
て

こ
れ
を
対
波
紋
‘
行
政
謀
、
支

持
資
刊
行
部
前
町
一
ニ
総
に
分
終
し
、

さ
ら
に
器
開
中
部
間
出
発
課
を
録
し
て

そ
の
一
線
的
所
管
事
務
を
独
立

さ
せ
て
務
中
剤
約
一
腕
潮
岬
と
収
減
盤

滋
剖
怖
に
分
譲
す
る
と
と
も
に
、

時
間
ち
り
所
管
事
務
に
つ
い
て
は

時
認
後
終
〈
終
止
〉
母
一
段
管
事
政
情

と
合
わ
せ
、
そ
れ
も
《
抑
制
総
勢
え

し
て
符
理
課
主
土
木
訓
怖
に
し
ま

し
た
ν

ま
た
，
淳
生
地
献
を
出
賠
し

間
以
年
余
務
務
は
市
民
朝
時
(
従

前
の
往
出
品
綴
〉
に
‘
後
後
世
帯
務

義革ミ覚4義 務…総選ま係 E高二二主導査係

書室窪室長 2時弊係 校総事長

線税務{費量緩長銀E日政夫)

i波紋淡{議長俊喜喜一努〉

li'H集係

社会係 保護者毛 織設定室長
縁事長苦手関経滋野校よみ〉

保健f皆殺一保綾 3果{諜 f送車1)府孝子}

! 循絞理葬差華E号〈威主主小倉統一〉

盆

死一一一一
制昔E
削長次
長
石
弁書正

光係

者詰張主
災

紛

争監

王事

f義

マ
総
訓
抑
制
附
燃
何
時
中
村
淳
(
総
務

祭
一
長
}
円
v
開
問
次
配
抹
殺
企
一
際
室
長

話
伊
藤
富
士
総
ハ
A
m
綴耐熱試問》

マ
対
数
祖
師
民
間
un
山
相
石
井
克
己
{
総

務
課
祭
機
後
数
射
放
同
開
主
査
」

マ
日
付
致
務
長
覇
市
市
齢
制
船
山
〈
問
問
遡
陣

織
員
係
議
庶
務
周
期
中
土
交

)
V申
人

緩
淡
制
作
線
以
悦
詰
綬
ゑ
呂
志
夫

(
関
内
縄
開
燃
料
阿
部
中
品
交
〉

マ
会
長
部
長
uu
滋
弁
党
制
問
〈
仲
院

院
邦
銀
銭
〕
マ
問
問
次
長
兼
課
税
総

長
野
郎
胤
総
数
炎
〈
建
設
譲
受
〉

マ
中
市
良
部
跡
発
指
南
口
川
問
答
附
明
へ
仲
間

m
A
課
長
端
部
品
世
兼
齢
F
d
穂
市
開
会
後
〉

門V
脇
陣
後
緩
い
長
H
別
世
間
孝
子
ハ
同

談
受
給
付
開
策
紀
品
部
出
開
中
一
査
J

マ
却
静
占
市
整
然
蛸
附
純
武
器
中
野
排
出

〈
添
市
開
発
懇
災
)
門
V

閥
次
災

殺
体
的
泌
総
投
un
隔
世
巻
喜
市
〈
求

道
館
酒
蔵
事
務
次
災
v
w
v
土
木
諜

孫社制緩

は
ね
附
儀
後
に
そ
れ
ぞ
れ
移
管
し

ま
し
丸
。
さ
ら
に
、
潜
哨
情
事
務

所
を
潔
岨
品
衛
止
中
湘
部
主
名
称
変
更

し
.
後
品
開
の
所
地
官
事
務
に
、
こ

れ
ま
明
、
師
陣
健
衛
生
理
体
(
現
行
の

録
時
時
議
〉
の
所
持
H
事
務
で
あ
っ

た
潮
崎
境
衛
生
と
品
副
議
防
ふ
ん
の
市
常

務
を
加
え
ま
し
た
ら
そ
む
的
措
時

期
間
壊
の
慌
で
い
持
分
余
は
待
伐
と
変

わ
り
あ
与
ま
殺
ん
。

一
一
一
都
制
制
宮
〈
反
に
伴
う
泌
総
間
以

ト
み
の
人
事
異
動
は
次
市
り
と
お
h

ツ

で
す
。
ハ
〉
山
内
は
田
内
勤
時
間

〔
人
事
異
動
〕

F首営住君主係寺普茸室係 絞首十歎理係
建築住Eきま賢ぶ係管理詰撃〈室長幾重量級巻喜市)

土木係補修係書室〉三七フ幹線{諜災工藤

線市計蹴{隷祭細附〉題要唱係

Ii¥長語義型車係 区画整翌妻宅事務続

公害係庶務係 凝幾重寄金事長

Ii¥磁獲選議〈線長野口孝ご〉

要襲き産務袋詰果(課 長 事選核露五重s)

L制服〈譲炎森田町

次
長
坂
巻
纂
引
用

務

総

獄

中

野

浅

潟
市
整
綴
割
削

礎工観I係長義幸主義

会審す事長 寺部品tll納係、収入役 一余計言葉〈線長荒井湾代〉

野
拭
自
工
藤
融
関
〈
繍
胤
税
制
船
長
〕
マ

都
市
計
百
例
議
長
計
山
闘
機
炎
拘
げ

〈
抑
制
中
市
制
開
発
課
長
時
期
金
殺
泌
総

N

開
設
変
V
V
K
4防
護
懇
話
師
長
持

耳
目
口
孝
…
一
〈
一
火
送
会
土
地
区
4

防

護
遂
事
均
所
内
公
)
門
V

線
総
術
品
出

10汚198昔、ら

謀
長
話
機
敏
悦
隣
近
知
押
〈
緩
保
育

制関長〉

円

v
会
汁
課
長
引
茨
芥
一
一
房
代
門
知
機

殺
事
務
所
総
務
付
開
中
主
査
〉
マ
水

道
陣
鴎
蕊
薬
務
所
後

H
憾
本
質
大

相
即
(
清
国
開
市
相
談
所
長
〉

F
V
滋
挙

印
鑑
証
明
制
度

守
護
議
員
会
叡
労
務
毘
判
長
剣
新
井

世
什
{
選
挙
管
制
樹
祭
M
H
A
M
6
簿

記

門V
際
資
委
員
事
務
局
長
詩
小
総

務
〈
ね
郎
総
総
生
緩
長
)
玄
金
グ

ラ
ス
の
人
事
問
問
仇
酬
は
次
口
う
で
お

知
ら
そ
し
ま
す
。

部
変
わ
る

権
利
財
産
の
保
護
と
事
故
障

九
“
月
前
開
山
市
議
会
で
印
緩
条

絞
め
一
部
改
廷
が
織
決
き
れ
十

月
十
九
良
か
ら
総
刊
行
寄
れ
ま

す
。
こ
の
改
正
は
、
現
行
の
手

掛
憐
に
よ
る
漁
協
組
い
を
改
め
証
明

委
は
皆
様
写
畿
で
印
斜
搬
を
略
劇
学
し

た
も
の
を
発
行
し
よ
う
k
ず
る

も
の
と
託
例
年
留
の
発
行
官
隆
援

本
人
に
問
問
絞
し
な
い
も
の
を
保

護
す
る
こ
と
が
お
も
な
お
れ
で

M
慨
す
。

数

時

帆

涯

の

婆

点

地期

経
叩
明
世
阿
の
発
刊
行
は
す
で
に
笠
録

織

し

て

あ

る

皇

J
Z
Z討議

会係務世来百主主義繁Jlll事務所(所長総本策太主事)

新井主事〉

小泌総}冬義務局〈主導災

選挙管翠棄袋員会一…ーーー幾重器対(周炎

監査後員

その他κ叩いては現行i議長です。

で
制
限
努
し
た
本
を
交
付
す
る
こ

と
に
な
ち
ま
す
。

と
の
南
T
誇
に
あ
た
っ
て
本
人
が

受
け
る
と
き
は
受
録
し
て
あ
る

潟
畿
の
印
刷
棋
を
ど
持
参
い
た
だ

き
代
理
人
に
綴
h

り
と
き
は
、
自
立

斡
略
し
て
あ
る
印
後
一
官
添
削
附
し
た

暢
前
後
状
を
作

F
代
理
人
の
か
れ
ん

に
お
拙
践
し
く
だ
さ
い
。
こ
母
と

き
勾
掛
臨
時
仙
南
γ
鵠
闘
機
に
も
務
向
附
い

た
し
ま
す
の
で
持
参
く
だ
者

、。L
 野
鉱
閉
開
蛾
慨
も
ぽ
受
け
る
入
の
限
定

判
制
度
が
あ
ら
た
に
で
き
ま
し

た
問
削
備
品
な
受
け
た
い
も
の
は
串
e

諸
税
同
に
移
災
を
添
え
て
招
提
出
附
す

れ
ば
そ
れ
以
外
の
人
い
い
は
紅
明

世
間
を
発
行
し
な
い
こ
主
に
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
は
同
間
総
し
た
人
以
ω円由

人
に
は
証
明
盛
岡
の
交
付
役
し
な

い
と
と
に
よ
っ
て
、
ご
本
人
め

笈
中
部
隊
総
や
豪
放
を
宋
然
に
献
抑

止
す
る
こ
と
に
俊
氏
て
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

と
の
棚
概
樹
比
は
印
緩
め
融
持
縁
者

で
本
人
均
等
災
ハ
ヲ
イ
カ
判
無

鑓
亙
掃
上
半
身
〉
を
そ
え
て
中
市

役
品
川
ま
た
は
支
所
に
や
綴
ナ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
u

な
お
、
蜘
制
緩
柏
市
中
嶋
附
し
た
尽

か
ら
三
力
ん
都
知
間
有
効
で
一
一
一
年
を

何
紙
調
糊
し
た
為
と
も
紋
緩
し
て
臨
開

策
す
る
主
き
は
あ
ら
た
に
明
子
災

を
そ
え
て
背
骨
巾
。
綴
が
必
要
で

ふ

gAV後
付
問
状
は
、
い
ま
ま
で
ど
お

お
ソ
本
人
が
由
同
議
し
畿
録
し
て
あ

る
布
緩
古
制
押
印
し
て
作
ワ
た
も

主主

目
的

の
も
気
始
脱
線
し
て
い
た
だ
き
ま

す
Q

日
以
上
油
供
絞
の
務
点
を
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、

ιの
よ
う

に
・
改
正
し
た
む
は
近
年
日
鴬
念

日
筏
の
な
か
で
A
品
川
紘
一
社
主
胃
、
不
動

産
白
川
忍
、
そ
の
他
綴
諸
問
及
品
開
な

ど
に
一
湾
臨
臨
誌
現
地
問
を
使
う
機
会

け
か
タ
く
た
っ
て
き
た
と
主
総
人

を
時
間
制
却
し
す
ぎ
た
ち
笑
勾
柏
崎
官

還
が
郡
部
い
な
ど
め
た
め
取
り
か

え
し
の
つ
か
な
い
紛
が
あ
る
こ

と
か
ら
で
ナ
。
ま
た
現
在
の
縁

緩
紙
切
の
紛
波
は
普
か
ら
娯
翠

と
し
て
銭
げ
て
き
た
も
の
な
樹

皮
化

L
た
も
の
で
あ
事
、
総
本

と
な
る
仲
間
待
が
な
い
た
め
各
市

町
村
刊
で
‘
そ
れ
ぞ
れ
間
同
じ
よ
う

な
内
容
的
条
例
な
り
く
っ
て
辺

織
し
て
い
る
由
が
笑
鱗
で
す
。

こ
の
よ
う
な
怒
留
か
ら
本
市

で
も
内
総
会
か
ん
突
し
‘
中
市
民
の

皆
さ
ん
車
対
媛
、
陥
暇
制
刊
を
守

号
、
印
畿
に
つ
い
て
の
務
総
会

来
仲
間
に
枇
脚
色
し
よ
う
と
す
る
こ

と
で
、
今
開
聞
の
改
正
と
な
っ
た

も
り
で
す
ψ

出W
掛
輔
の
登
録
は
本
人
が

向
閃
か
ら
印
章
を
そ
え
て

務
た
に
白
州
緩
眼
球
脇
陣
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
本
人
が
あ
M

試
練

ま
た
は
変
後
ハ
湖
北
台
支
出
川
脇
陣

く
〉
い
い
出
制
出
向
き
抑
制
日
に
梯
揃
え
つ

け
て
あ
る
弱
銭
授
脇
陣
帯
地
欄
惜
備
に

必
察
官
学
績
を
記
入
し
議
終
L

よ
う
と
す
る
印
刷
早
を
そ
え
本
人

で
あ
る
こ
と
を
絞
開
閉
す
る
担
昨
日
註

人
を
つ
吋
て
取
務
す
る
と
主
に

な
り
宜
す
む
な
お
‘
保
註
す
る
幾

滋
は
郎
総
緩
録
取
議
室
田
に
由
州
削
別

し
て
名
争
ま
す
の
で
そ
こ
に
署

名
絞
絡
を
う
け
て
く
だ
さ
い
。

保
恋
人

こ
の
録
証
人
は
本
中
市
に
郎
総

後
斡
併
し
℃
あ
る
か
た
に
四
階
ら
れ

ま
す
。

t-た
が
っ
て
、
ご
注
意

い
た
だ
く
と
と
は
加
持
続
人
の
印

後
が
本
市
に
登
録
し
て
あ
る
お

概
織
と
滋
丹
て
い
な
い
か
主
脱
m合

し
な
け
れ
ば
な
れ
ワ
ま
せ
ん
。
そ

相
柑
逃
な
い
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め

楠
融
緩
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
d

ま
た
‘
転
入
さ
れ
た
か
た
は

級
住
所
地
め
帯
広
町
村
山
伐
の
発

行
す
る
印
鐙
怒
務
蓄
を
添
え
る

ζ
と
に
よ
っ
て
版
部
材
蹴
人
は
必
苗
貫

主
い
た
し
ま
せ
ん
。

受
録
制
印
揖
掴
は
登
録
縫
え
者

つ
ぎ
に
印
緩
条
郎
内
に
よ
れ
'
受

録
し
て
あ
品
ガ
的
変
幻
鯨
替
え
に

つ
い
て
お
知
ら
殺
し
ま
す
。

す
守
に
印
緩
粂
僚
に
よ
っ
て

出
印
滋
後
録
を
さ
れ
て
い
る
ガ

で
引
ぜ
淡
き
そ
の
印
党
を
ど

使
用
に
な
る
と
き
は
、
新
し
い

制
制
度
に
よ
る
山
印
綬
援
制
蹄
W

胤
析
に
後

脇
陣
従
え
mw
手
続
き
を
し
て
い
た

だ
く
と
と
に
な
っ
て
お
ち
ま

す。
こ
れ
は
町
立
制
時
林
甘
え
令
し
て
い

た
だ
か
な
い
と
複
写
畿
で
際
移

し
発
行
す
る
釈
し
い
出
制
度
の
印

後
受
付
時
絞
附
開
場
慨
が
交
付
で
き
な

い
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
鐙
録
養

え
の
湖
湖
は
同
時
税
関
十
七
和
小
十

月
十
八
日
H
ま
で
の
二
年
間
同
沿
う

ち
に
や
務
に
お
い
で
り
議
出
抵
設

当
す
る
方
沖
仏
、
ぜ
ひ
お
手
数
で

も
司
こ
の
登
録
品
甘
え
の
必
ず
終
き

を
す
ま
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に

お
緩
い
い
た
し
ま
す
u

登
録
措
置
え
鍛
鵬
問
中
は
ニ
種
類

の
涯
明
書
発
刊
行

十
月
十
九
畏
か
ら
笠
録
毅
え

が
は
じ
ま
号
ま
す
が
間
前
総
ム
中

は
析
し
い
綴
肢
と
附
馴
制
度
と
の

ご
つ
の
夜
閥
的
識
を
ぬ
浦
部
り
い
た
し

命
ゐ
守
主

経
間
関
し
た
J
U
め
を
m
湖
北
支
所
一
、

家
後
支
出
川
崎
叫
い
母
か
た
は
、
間
抑

制
輯
獲
に
よ
る
笈
間
関
議
官
そ
れ
ぞ

れ
発
行
い
た
し
ま
す
の
で
あ
ら

か
じ
め
ど
ゑ
州
知
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

こ
の
紛
れ
ソ
替
え
が
閥
均
す
す
る

ま
で
の
欄
間
は
窓
口
が
祭
給
馳
す
る

と
れ
相
も
い
ま
す
が
よ
ろ
し
く
ど

協
力
鵬
闘
い
ま
す
。
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